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重点事業経費について 

平成21年度 各種戦略的経費 
経費名称 使 　 　 途  

全学経費 

全学共通経費 
○本学の教育研究医療活動を一層発展させるため大学と
して支援が必要な事業（教育研究医療環境整備、教育
研究活動支援、キャンパスライフ支援　など） 

○全学的な重点戦略に基づき役員会で精選する教育研究
医療活動に対して措置（教育推進事業、研究推進事業、
学生支援事業　など） 

○教育研究医療活動の基盤である施設を長期にわたり良
好な状態で維持管理するため、建物等の補修及び修繕
を計画的かつ効率的に実施するための経費 

○全学機構や全学施設（寄附建物を含む）の運営費や活
動費等の支援経費　など 

○設備等維持経費 

○教育研究及び診療の質の向上並びに組織運営の改善に
充てる経費（教育研究施設の充実（改修、建設）、大
型設備（概ね1億円以上）の更新・購入　など） 

○部局において、資金調達が困難な施設・設備の整備等
のために、一時的に多額の資金を必要とする事業計画
を支援 

○産学官連携の推進に向けての取組みを支援 

○各部局における教育研究医療活動を一層発展させるた
め大学として支援が必要な事業 

○設備整備（概ね1億円以下） 

○総長のリーダーシップのもと、教育研究医療の一層の
充実・発展等を図るための経費 

○病院長のリーダーシップのもと、病院運営の一層の充
実・発展等を図るための経費 

全学協力経費 

総長裁量経費 

病院長裁量経費 

重点戦略経費 

学内営繕費 

戦略的・ 
重点的経費 

基 盤 強 化 経 費  

目 的 積 立 金  

学 内 貸 付 資 金  

産学官連携推進経費  

各種戦略的経費
　京都大学では、教育・研究・医療活動の個性化と活性化の

ために戦略的・重点的に配分する経費を充実させ、総長およ

び役員会のイニシアティブと責任によって特定課題の教育・

研究・医療活動ならびにそれらを支える基盤体制へ重点的に

予算を配分しています。 

　これら戦略的経費は、全学経費、戦略的・重点的経費、基盤

強化経費、産学官連携推進経費、目的積立金、学内貸付資金

により構成されています。 

京都大学重点事業アクションプラン

KULASIS（教務情報システム）の全学展開事業 
教育環境改善事業 
オープンコースウェア（ＯＣＷ）支援事業 
 
若手研究者支援事業 
女性研究者支援事業 
研究推進戦略活性化事業 
国際学生交流・国際研究推進事業 
シニア･コア研究者フォローアップ事業 
世界トップレベル研究拠点融合研究加速支援事業 
大型教育研究設備等の整備 
 
全国七大学総合体育大会関連施設･設備の整備 
学生福利厚生設備の整備 
学生交流スペースの整備 
身体障害学生支援強化事業 
キャリア支援の拡充事業 
屋外課外活動施設の整備 
課外活動施設（ボックス棟）の整備 
「白浜海の家」の整備 
京都大学宇治おうばくプラザの整備 
附属図書館教育研究支援環境の整備 

　京都大学では、「教育」、「研究」、「学生支援」、「医療支援」、「広報･社会連携」および「基盤整備」等の事業を総合的に推進し

ていくための「京都大学重点事業アクションプラン2006～2009」を平成18年度に策定しました。その後、平成19年度、平成

20年度の改定を経て、新たな事業にも着手しています。 

　なお、「京都大学重点事業アクションプラン2006～2009」は、上記各種戦略的経費のうち、重点戦略経費および目的積立金

を活用し、実施することとしています。 

京都大学重点事業アクションプランの学生支援事業により、附属図書館1階に 
オープンした、24時間利用可能な自学自習スペース「学習室24」 

京都大学重点事業アクションプラン
【平成18～20年度着手決定事業】

教育推進事業

研究推進事業

学生支援事業

看護体制の拡充支援事業 
基盤的診療設備の整備 
 
 
全学同窓会支援事業 
ビジュアルな大学広報事業 
名勝清風荘庭園の保存･活用整備事業 
 
環境マネジメントシステム構築事業 
男女共同参画推進事業 
事務改革推進事業 
就業管理システム構築事業 
海外の大学の財務状況調査と財務戦略施策の公募事業 
施設耐震診断事業 
耐震化推進事業に伴う工学部土木総合館の整備 
職員宿舎の整備 
桂キャンパス整備事業 
全学認証システム構築事業 
学術情報ネットワーク（KUINS）の整備 
耐震化推進事業に伴う分子工学実験研究棟の整備 
病院構内マスタープランに基づく環境整備 
寄附病棟（積貞棟）にかかる整備事業 

医療支援事業

広報・社会
連携事業

基盤
整備事業等


